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●追加機能 

・下水道協会ホームページにて、2008 年 5 月 7 日および 6 月 17 日に公表された【「下水道施

設耐震計算例－管路施設編－」改訂について】に対応いたしました。（管きょ等の耐震性能

において性能値の一部訂正） 

・これまでの Ver3.0 では、レベル１地震動検討時の許容値として、レベル２地震動検討時の

許容値の 1/2 を用いていましたが、今回の Ver3.1 より「レベル１地震動検討時には諸元値

に登録した許容値を用いて計算する」または「レベル２地震動検討時の許容値の 1/2 をレ

ベル１地震動検討時の許容値として用いる」方法から選択できるようになりました。 

・レベル２地震動の照査で使用する「継手部最大屈曲角度」および「継手部最大抜出量」に

加え、レベル１地震動の照査で使用する「継手部許容屈曲角度」および「継手部許容抜出

量」を追加し、それぞれ異なった数値として保持できるようになりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・屈曲角度の入力が「度単位」での入力の他、「度分秒単位」での入力およびデータ保持が出

来るようになりました。 

 

株式会社 シビルソフト開発 

１．継手構造 人孔と本管の接合部の検討 
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●追加機能 

・下水道協会ホームページにて、2008 年 5 月 7 日および 6 月 17 日に公表された【「下水道施

設耐震計算例－管路施設編－」改訂について】に対応いたしました。（管きょ等の耐震性能

において性能値の一部訂正） 

・これまでの Ver3.0 では、レベル１地震動検討時の許容値として、レベル２地震動検討時の

許容値の 1/2 を用いていましたが、今回の Ver3.1 より「レベル１地震動検討時には諸元値

に登録した許容値を用いて計算する」または「レベル２地震動検討時の許容値の 1/2 をレ

ベル１地震動検討時の許容値として用いる」方法から選択できるようになりました。 

・レベル２地震動の照査で使用する「継手部最大屈曲角度」および「継手部最大抜出量」に

加え、レベル１地震動の照査で使用する「継手部許容屈曲角度」および「継手部許容抜出

量」を追加し、それぞれ異なった数値として保持できるようになりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・屈曲角度の入力が「度単位」での入力の他、「度分秒単位」での入力およびデータ保持が出

来るようになりました。 

 

２．継手構造 管きょと管きょの継手部の検討 
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●追加機能 

・これまでの Ver3.0 では、円形フレームモデルの設定は「管中心から内径の 1/2+管厚の 1/2」

にて行っていましたが、今回の Ver3.1 より「諸元値で設定した管厚中心半径を用いて円形

モデルを設定する」ことができるようになりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●追加機能 

・これまでの Ver3.0 では、円形フレームモデルの設定は「管中心から内径の 1/2+管厚の 1/2」

にて行っていましたが、今回の Ver3.1 より「諸元値で設定した管厚中心半径を用いて円形

モデルを設定する」ことができるようになりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．剛性管の鉛直断面の検討 

内径(D)の 1/2 

管厚(t)の 1/2 

Ver3.0 でのフレーム
モデル半径 (D+t)/2 

諸元値に設定した 
管厚中心半径 r 

Ver3.1からの追加 
フレームモデル半径 r 

４．鉄筋コンクリート管の鉛直断面の検討 

内径(D)の 1/2 

管厚(t)の 1/2 

Ver3.0 でのフレーム
モデル半径 (D+t)/2 

諸元値に設定した 
管厚中心半径 r 

Ver3.1からの追加 
フレームモデル半径 r 
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●追加機能 

・これまでの Ver3.0 では、円形フレームモデルの設定は「管中心から内径の 1/2+管厚の 1/2」

にて行っていましたが、今回の Ver3.1 より「諸元値で設定した管厚中心半径を用いて円形

モデルを設定する」ことができるようになりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●追加機能 

・これまでの Ver3.0 では、円形フレームモデルの設定は「管中心から内径の 1/2+管厚の 1/2」

にて行っていましたが、今回の Ver3.1 より「諸元値で設定した管厚中心半径を用いて円形

モデルを設定する」ことができるようになりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．陶管の鉛直断面の検討 

内径(D)の 1/2 

管厚(t)の 1/2 

Ver3.0 でのフレーム
モデル半径 (D+t)/2 

諸元値に設定した 
管厚中心半径 r 

Ver3.1からの追加 
フレームモデル半径 r 

６．剛性管の鉛直断面の検討（近似計算法） 

内径(D)の 1/2 

管厚(t)の 1/2 

Ver3.0 でのフレーム
モデル半径 (D+t)/2 

諸元値に設定した 
管厚中心半径 r 

Ver3.1からの追加 
フレームモデル半径 r 
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●追加機能 

・これまでの Ver3.0 では、円形フレームモデルの設定は「管中心から内径の 1/2+管厚の 1/2」

にて行っていましたが、今回の Ver3.1 より「諸元値で設定した管厚中心半径を用いて円形

モデルを設定する」ことができるようになりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●追加機能 

・これまでの Ver3.0 では、円形フレームモデルの設定は「管中心から内径の 1/2+管厚の 1/2」

にて行っていましたが、今回の Ver3.1 より「諸元値で設定した管厚中心半径を用いて円形

モデルを設定する」ことができるようになりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．鉄筋コンクリート管の鉛直断面の検討（近似計算法） 

内径(D)の 1/2 

管厚(t)の 1/2 

Ver3.0 でのフレーム
モデル半径 (D+t)/2 

諸元値に設定した 
管厚中心半径 r 

Ver3.1からの追加 
フレームモデル半径 r 

８．陶管の鉛直断面の検討（近似計算法） 

内径(D)の 1/2 

管厚(t)の 1/2 

Ver3.0 でのフレーム
モデル半径 (D+t)/2 

諸元値に設定した 
管厚中心半径 r 

Ver3.1からの追加 
フレームモデル半径 r 
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●追加機能 

・レベル１地震動検討時の許容値（使用限界曲げ強さ）と、レベル２地震動検討時許容値（終

局限界曲げ強さ）を、それぞれ異なった数値として保持できるようになりました。（ 

・これまでの Ver3.0 では、円形フレームモデルの設定は「管中心から内径の 1/2+管厚の 1/2」

にて行っていましたが、今回の Ver3.1 より「諸元値で設定した管厚中心半径を用いて円形

モデルを設定する」ことができるようになりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９．塩ビ管の鉛直断面の検討（近似計算法） 

内径(D)の 1/2 

管厚(t)の 1/2 

Ver3.0 でのフレーム
モデル半径 (D+t)/2 

諸元値に設定した 
管厚中心半径 r 

Ver3.1からの追加 
フレームモデル半径 r 



 7

 

 

 

●追加機能 

・レベル１地震動検討時の許容値（使用限界曲げ強さ）と、レベル２地震動検討時許容値（終

局限界曲げ強さ）を、それぞれ異なった数値として保持できるようになりました。 
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モデルを設定する」ことができるようになりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10．強化プラスチック管の鉛直断面の検討（近似計算法） 

内径(D)の 1/2 

管厚(t)の 1/2 

Ver3.0 でのフレーム
モデル半径 (D+t)/2 

諸元値に設定した 
管厚中心半径 r 

Ver3.1からの追加 
フレームモデル半径 r 
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●追加機能 

・レベル１地震動検討時の許容値（使用限界曲げ強さ）と、レベル２地震動検討時許容値（終

局限界曲げ強さ）を、それぞれ異なった数値として保持できるようになりました。 
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11．ダクタイル鋳鉄管の鉛直断面の検討（近似計算法） 

内径(D)の 1/2 

管厚(t)の 1/2 

Ver3.0 でのフレーム
モデル半径 (D+t)/2 

諸元値に設定した 
管厚中心半径 r 

Ver3.1からの追加 
フレームモデル半径 r 
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●追加機能 

・レベル１地震動検討時の許容値（使用限界引張強さ）と、レベル２地震動検討時許容値（終

局限界引張強さ）を、それぞれ異なった数値として保持できるようになりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●追加機能 

・継手伸縮量の照査で使用する「最大伸び量」を、今回の Ver3.1 より追加した管諸元データ

内の「継手部照査用最大伸び量」を参照できるようになりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12．塩ビ管（継手構造）の軸方向断面の検討 

13．ダクタイル鋳鉄管（圧送管）の軸方向断面の検討 
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●追加機能 

・これまでの Ver3.0 では、レベル１地震動検討時の許容値として、レベル２地震動検討時の

許容値の 1/2 を用いていましたが、今回の Ver3.1 より「レベル１地震動検討時には諸元値

に登録した許容値を用いて計算する」または「レベル２地震動検討時の許容値の 1/2 をレ

ベル１地震動検討時の許容値として用いる」方法から選択できるようになりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・レベル２地震動の照査で使用する「継手部最大屈曲角度」および「継手部最大抜出量」に

加え、レベル１地震動の照査で使用する「継手部許容屈曲角度」および「継手部許容抜出

量」を追加し、それぞれ異なった数値として保持できるようになりました。 

・屈曲角度の入力が「度単位」での入力の他、「度分秒単位」での入力およびデータ保持が出

来るようになりました。 

 

 

 

 

 

 

●追加機能 

・レベル１地震動検討時の許容値（使用限界引張強さ・使用限界曲げ強さ・使用限界圧縮強

さ）と、レベル２地震動検討時の許容値（終局限界引張強さ・終局限界曲げ強さ・終局限

界圧縮強さ）を、それぞれ異なった数値として保持できるようになりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

14．人孔と塩ビ管（一体構造）の接合部の検討 

15．塩ビ管（一体構造）の軸方向断面の検討 



 11

 

 

 

・レベル２地震動の照査で使用する「継手部最大屈曲角度」および「継手部最大抜出量」に

加え、レベル１地震動の照査で使用する「継手部許容屈曲角度」および「継手部許容抜出

量」を追加し、それぞれ異なった許容値として設定できるようになりました。 

・ダクタイル鋳鉄管（圧送管）では、継手伸縮量の照査で使用する「継手部照査用最大伸び

量」を設定できるようになりました。 

・屈曲角度の入力が「度単位」での入力の他、「度分秒単位」での入力およびデータ保持が出

来るようになりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・レベル１地震動の照査で使用する使用限界強さ（引張強さ・曲げ強さ・圧縮強さ）、レベル

２地震動の照査で使用する終局限界強さ（引張強さ・曲げ強さ・圧縮強さ）をそれぞれ設

定できるようになりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・諸元値表（グリット）の操作性が向上しました。 

・グリット内の数値のコピーや貼り付けが可能となりました。 

・グリット幅の調整が可能となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆管諸元データの内容変更◆ 

度単位入力 

度分秒単位入力 


